
(57)【要約】

【課題】　組立や開封を容易にでき、しかも、内容物に

対する改竄をより確実に防止することの出来る包装箱を

提供する。

【解決手段】　胴部１に、当該胴部１の開口部２を覆う

上蓋部３を延設し、前記上蓋部３の先端部に、前記胴部

１の内部に差し込まれる差込片部２１を設け、前記差込

片部２１に、前記差込片部２１の他の部分よりも差し込

み長さの長い差込ガイド部２１ａを形成し、前記差込ガ

イド部２１ａとは異なる位置に対応する前記上蓋部３の

位置に、孔部Ａを形成可能な指掛部２４と、前記上蓋部

３の組立状態において、前記指掛部２４と前記胴部１と

を連結する封緘手段５と、前記指掛部２４を操作して、

前記孔部Ａを形成することにより表示可能とする開封済

み表示部４３とを設けてある。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 胴 部 に 、 当 該 胴 部 の 開 口 部 を 覆 う 上 蓋 部 を 延 設 し 、 前 記 上 蓋 部 の 先 端 部 に 、 前 記 胴 部 の
内 部 に 差 し 込 ま れ る 差 込 片 部 を 設 け て あ る 包 装 箱 で あ っ て 、
　 前 記 差 込 片 部 に 、 前 記 差 込 片 部 の 他 の 部 分 よ り も 差 し 込 み 長 さ の 長 い 差 込 ガ イ ド 部 を 形
成 し 、
　 前 記 差 込 ガ イ ド 部 と は 異 な る 位 置 に 対 応 す る 前 記 上 蓋 部 の 位 置 に 、 孔 部 を 形 成 可 能 な 指
掛 部 と 、
　 前 記 上 蓋 部 の 組 立 状 態 に お い て 、 前 記 指 掛 部 と 前 記 胴 部 と を 連 結 す る 封 緘 手 段 と 、
　 前 記 指 掛 部 を 操 作 し て 、 前 記 孔 部 を 形 成 す る こ と に よ り 表 示 可 能 と す る 開 封 済 み 表 示 部
と を 設 け て あ る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 胴 部 に 、 前 記 上 蓋 部 の 内 側 に 折 り 畳 ま れ る 舌 部 を 延 設 し 、 前 記 舌 部 に 開 封 済 み 表 示
を 設 け て あ る 請 求 項 １ 記 載 の 包 装 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 封 緘 手 段 が 、 剥 離 後 再 形 成 不 能 な 封 緘 テ ー プ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 包 装
箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 胴 部 に 、 当 該 胴 部 の 開 口 部 を 覆 う 上 蓋 部 を 延 設 し 、 前 記 上 蓋 部 の 先 端 部 に 、
前 記 胴 部 の 内 部 に 差 し 込 ま れ る 差 込 片 部 を 設 け て あ る 包 装 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 包 装 箱 と し て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 差 込 片 部 ２ １ の 差 し 込 み 長 さ を
幅 方 向 で ほ ぼ 一 定 に 形 成 し て あ る と と も に 、 前 記 胴 部 １ の 中 央 部 に 指 掛 部 ２ ４ を 設 け 、 前
記 指 掛 部 ２ ４ を 引 き 剥 が し 破 砕 線 ２ ３ に 沿 っ て 切 断 容 易 に 形 成 し 、 前 記 上 蓋 部 ３ の 組 立 状
態 に お い て 、 前 記 指 掛 部 ２ ４ か ら 前 記 上 蓋 部 ３ に わ た っ て 封 緘 テ ー プ ５ を 貼 着 し て あ る も
の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 包 装 箱 は 、 簡 易 包 装 と し て 好 適 に 用 い ら れ 、 封 緘 テ ー プ だ け を 施 し た 包 装 箱
に 比 べ 、 前 記 封 緘 テ ー プ ５ を 剥 が す 必 要 が な く 、 前 記 指 掛 部 ２ ４ を 把 持 し て 、 前 記 破 砕 線
２ ３ を 切 断 し つ つ 、 指 掛 部 ２ ４ ご と 上 蓋 部 ３ を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 容 易 に 開 封 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ７ － １ ５ ６ ４ ２ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 簡 易 包 装 に よ る 包 装 箱 は 、 開 封 し た 後 で も 差 込 片 部 ２ １ を 再 び 胴 部
１ の 内 部 に 差 し 込 め ば 、 未 開 封 の も の と 混 在 し て い て も 、 開 封 し た も の か ど う か を 判 別 す
る の が 困 難 な 場 合 が 多 く 、 容 易 に は 発 見 で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 そ の た め 、 前 記
包 装 箱 に 商 品 を 収 容 し て 取 引 を 行 う 際 に 、 流 通 過 程 で 前 記 包 装 箱 を 一 旦 開 封 し て 内 容 物 を
取 り 出 し 、 内 容 物 の 数 量 に 変 更 を 加 え た り 、 品 質 を 低 下 さ せ る こ と が 行 わ れ る こ と が あ っ
た （ 以 下 、 こ の よ う な 行 為 を 改 竄 と 称 す る ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 構 成 の 包 装 箱 は 、 正 規 に 開 封 し な く て も 、 前 記 包 装 箱 を 変 形 さ せ る と
、 上 蓋 部 ３ と 胴 部 １ と の 間 や 差 込 片 部 ２ １ と 胴 部 １ と の 間 に 隙 間 を 形 成 さ せ る こ と が 出 来
る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 さ ら に 、 改 竄 を 巧 妙 に 行 い 発 覚 し に く く す る こ と が 出 来
、 上 述 の 改 竄 が 行 わ れ る こ と が あ っ た 。 特 に 高 額 な 薬 品 、 入 手 困 難 な 薬 品 、 取 り 扱 い に 注

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-298049 A 2005.10.27



意 を 要 す る 薬 品 等 が 抜 き 取 ら れ て 不 正 に 流 通 さ れ る 問 題 が 起 き て い る 。 こ の よ う な 改 竄 は
、 流 通 過 程 で 判 別 で き ず に 、 商 品 と し て 消 費 者 の 元 に 達 し て は じ め て 判 明 す る と い う 場 合
が 多 く 、 発 見 が 困 難 で 、 監 視 に 万 全 を 期 す の は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 改 竄 を 完 全 に 防 止 す べ く 、 前 記 包 装 箱 全 体 を フ イ ル ム 包 装 す る 等 し て
包 装 状 態 を よ り 厳 密 な も の と す る と 、 包 装 経 費 が 嵩 む と と も に 、 前 記 包 装 箱 の 組 立 や 開 封
が 煩 雑 な 操 作 を 伴 い 、 取 り 扱 い が 困 難 と な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 実 状 に 鑑 み 、 組 立 や 開 封 を 容 易 に で き 、 し か も 、 内 容 物 に 対 す る
改 竄 を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と の 出 来 る 包 装 箱 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 の 特 徴 構 成 は 、 胴 部 に 、 当 該 胴 部 の 開 口 部 を 覆 う 上 蓋 部 を 延 設 し 、 前 記
上 蓋 部 の 先 端 部 に 、 前 記 胴 部 の 内 部 に 差 し 込 ま れ る 差 込 片 部 を 設 け て あ る 包 装 箱 で あ っ て
、 前 記 差 込 片 部 に 、 前 記 差 込 片 部 の 他 の 部 分 よ り も 差 し 込 み 長 さ の 長 い 差 込 ガ イ ド 部 を 形
成 し 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 と は 異 な る 位 置 に 対 応 す る 前 記 上 蓋 部 の 位 置 に 、 孔 部 を 形 成 可 能
な 指 掛 部 と 、 前 記 上 蓋 部 の 組 立 状 態 に お い て 、 前 記 指 掛 部 と 前 記 胴 部 と を 連 結 す る 封 緘 手
段 と 、 前 記 指 掛 部 を 操 作 し て 、 前 記 孔 部 を 形 成 す る こ と に よ り 表 示 可 能 と す る 開 封 済 み 表
示 部 と を 設 け て あ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 つ ま り 、 前 記 開 口 部 に 対 し て 前 記 上 蓋 部 を 被 せ 、 前 記 差 込 片 部 を 前 記 開 口 部 か ら 前 記 胴
部 に 沿 わ せ て 差 し 込 み 挿 入 す る こ と に よ っ て 包 装 箱 を 組 み 立 て る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 開 封 時 に は 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 と は 異 な る 位 置 に 対 応 す る 前 記 上 蓋 部 の 位 置 に 設
け た 指 掛 部 に 、 押 し 破 っ た り 引 き 剥 が し た り す る 操 作 を す る こ と に よ り 、 前 記 上 蓋 部 に 孔
部 を 形 成 す る こ と が 出 来 る 。 こ の 際 、 前 記 封 緘 手 段 を 剥 が す こ と な く 、 前 記 指 掛 部 を 操 作
す る だ け で 、 前 記 封 緘 手 段 に よ る 前 記 差 込 片 部 の 引 き 抜 き 規 制 が 解 除 さ れ る の で 、 容 易 に
開 封 作 業 を 行 う こ と が 出 来 る 。 ま た 、 開 封 作 業 を 行 っ た 後 に は 、 前 記 上 蓋 部 に 前 記 孔 部 が
形 成 さ れ る た め 、 開 封 済 み 表 示 が 視 認 可 能 と な り 、 前 記 包 装 箱 が 開 封 済 み で あ る こ と が 一
目 で 識 別 で き る よ う に な る 。 従 っ て 、 不 正 目 的 で 開 封 し た 場 合 に も 、 容 易 に 識 別 で き る の
で 、 包 装 箱 の 内 容 物 を 改 竄 す る の を 抑 止 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 尚 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 と 、 前 記 上 蓋 部 と は 、 共 通 の 折 り 目 に 隣 接 す る こ と に な る か ら 、
そ の 折 り 目 に お い て 隣 接 す る 位 置 を 対 応 す る 位 置 と 称 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の と き 、 前 記 差 込 片 部 に 、 前 記 差 込 片 部 の 他 の 部 分 よ り も 差 し 込 み 長 さ の 長 い 差 込 ガ
イ ド 部 を 形 成 し て あ る と 、 前 記 差 込 片 部 を 前 記 胴 部 に 差 し 込 ん で 包 装 箱 を 組 立 て る 際 に 、
前 記 差 込 ガ イ ド 部 を 前 記 胴 部 に 差 し 込 み 易 い 。 そ し て 、 一 旦 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 を 差 し 込
ん だ 後 は 、 前 記 差 込 片 部 の 他 の 部 分 を 前 記 胴 部 に 滑 ら せ な が ら 差 し 込 む こ と が 出 来 る 。 こ
の た め 、 作 業 性 良 く 組 立 作 業 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 差 し 込 み ガ イ ド 部 が 設 け て あ る と 、 前 記 差 込 片 部 の 一 部 分 だ け を 前 記 胴 部 か
ら 引 き 抜 こ う と し て も 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 を 他 の 部 分 よ り 長 い 差 込 長 さ に 形 成 し て あ る か
ら 、 前 記 差 込 片 部 の 一 部 分 を 胴 部 か ら 引 き 抜 く 前 に 、 そ の 力 が 差 し 込 み 長 さ の 短 い 他 の 部
分 に 設 け ら れ た 前 記 封 緘 手 段 ま で 伝 達 し 、 引 き 抜 き が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、 前 記 差 込 片
部 の 一 部 分 の み 引 き 抜 い て 、 前 記 開 口 部 に 隙 間 を 形 成 す る と い う 操 作 が 困 難 に な る 。 従 っ
て 、 前 記 包 装 箱 の 内 容 物 を 取 り 扱 う こ と は 困 難 で 内 容 物 を 改 竄 す る こ と は 困 難 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 上 蓋 部 の 組 立 状 態 に お い て 、 前 記 指 掛 部 と 前 記 胴 部 と を 封 緘 手 段 に よ っ て 連
結 し て あ る と 、 前 記 差 込 片 部 の 前 記 開 口 部 か ら の 引 き 抜 き を 規 制 す る こ と が 出 来 る 。 そ の
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た め 、 前 記 包 装 箱 を 開 封 す る こ と な し に 前 記 上 蓋 部 を 持 ち 上 げ て 前 記 開 口 部 と 前 記 上 蓋 部
と の 間 に 隙 間 を 形 成 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 胴 部 に 、 前 記 上 蓋 部 の 内 側 に 折 り 畳 ま れ る 舌 部 を 延 設 し 、 前 記 舌 部 に 開 封 済 み 表 示
を 設 け て あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ ま り 、 前 記 舌 部 は 前 記 上 蓋 部 の 内 側 に 折 り た た ま れ る か ら 、 開 封 さ れ て 前 記 孔 部 が 形
成 さ れ る こ と に よ り 前 記 指 掛 部 に 臨 む 部 分 が 視 認 可 能 と な る 。 そ の 部 分 に 開 封 済 み 表 示 を
設 け る と 、 他 部 材 を 用 意 す る こ と な く 、 容 易 に 開 封 済 み 表 示 を 形 成 す る こ と が 出 来 る 。 ま
た 、 前 記 包 装 箱 の 外 面 意 匠 の 印 刷 時 に 、 併 せ て 作 製 す る こ と が 出 来 る の で 製 造 工 程 上 好 適
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 前 記 封 緘 手 段 が 、 剥 離 後 再 形 成 不 能 な 封 緘 テ ー プ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ま り 、 改 竄 目 的 で 前 記 封 緘 テ ー プ を 剥 が し た と し て も 、 そ の 封 緘 テ ー プ は 、 再 形 成 不
能 に 形 成 し て あ る の で 、 そ の 封 緘 テ ー プ の 剥 離 し た 部 分 を も っ て 、 前 記 包 装 箱 が 開 封 済 み
で あ る こ と を 一 目 で 識 別 で き る よ う に な る 。 従 っ て 、 一 旦 、 封 緘 テ ー プ を 剥 離 す る と 、 そ
の 後 に 貼 り 直 し た と し て も 、 封 緘 テ ー プ を 剥 離 し た こ と が 識 別 で き る た め 包 装 箱 の 内 容 物
を 改 竄 す る の を 抑 止 す る の に 役 立 つ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 包 装 箱 は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 正 面 部 １ １ 、 背 面 部 １ ２ 、 両 側 面 部 １ ３
、 １ ４ 、 底 部 １ ５ を 有 す る 胴 部 １ を 設 け 、 前 記 胴 部 １ の 開 口 部 ２ を 覆 う 上 蓋 部 ３ を 、 前 記
背 面 部 １ ２ の 開 口 部 ２ 側 縁 部 に 延 設 し て あ る 。 ま た 、 両 側 面 部 １ ３ 、 １ ４ に 、 前 記 開 口 部
２ 側 に 折 り 曲 げ て 前 記 上 蓋 部 ３ の 内 側 に 折 り 畳 ま れ る 舌 部 ４ １ 、 ４ ２ を 設 け て あ る 。 さ ら
に 、 前 記 上 蓋 部 ３ の 先 端 部 に 、 前 記 開 口 部 ２ か ら 前 記 胴 部 １ 内 に 前 記 正 面 部 １ １ に 沿 っ て
差 し 込 ま れ る 差 込 片 部 ２ １ を 設 け て あ る 。 ま た 、 前 記 差 込 片 部 の 側 面 部 １ ４ 側 （ 一 端 側 ）
に 、 前 記 差 込 片 部 ２ １ の 他 の 部 分 よ り も 差 し 込 み 長 さ の 長 い 差 込 ガ イ ド 部 ２ １ ａ を 形 成 し
て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 尚 、 前 記 胴 部 １ は 前 記 包 装 箱 に 充 填 さ れ る 内 容 物 の 形 状 等 に 応 じ て 任 意 の 形 態 を と る こ
と が 出 来 る 。 ま た 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 ２ １ ａ は 、 前 記 差 込 片 部 の 一 端 側 に 形 成 し た が 、 前
記 差 込 片 部 の 幅 方 向 に お け る 任 意 の 箇 所 に 形 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 上 蓋 部 ３ の 前 記 側 面 部 １ ３ 側 （ 他 端 側 ） の 前 記 差 込 ガ イ ド 部 と は 異 な る 位 置 に 対 応
す る 前 記 上 蓋 部 ３ の 位 置 に 、 前 記 上 蓋 部 ３ を 把 持 可 能 に す る 指 掛 孔 ２ ２ を 切 込 形 成 し て あ
る 。 前 記 指 掛 孔 ２ ２ か ら 、 前 記 上 蓋 部 ３ の 先 端 部 側 に 延 び る 一 対 の 破 砕 線 ２ ３ を 設 け て 指
掛 部 ２ ４ を 形 成 し て あ る 。 前 記 指 掛 部 ２ ４ は 、 前 記 上 蓋 部 ３ に お け る 前 記 指 掛 孔 ２ ２ と 前
記 破 砕 線 ２ ３ と 先 端 部 と に 囲 ま れ た 部 分 を 引 き 上 げ 切 断 容 易 に し て 、 孔 部 Ａ を 形 成 容 易 に
し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 指 掛 部 ２ ４ は 、 切 断 容 易 に 形 成 す れ ば 良 く 、 特 に 指 掛 孔 ２ ２ を 設 け な く て も 、 破 砕
線 の み を 設 け て 形 成 す る こ と も 出 来 る 。 ま た 、 前 記 孔 部 Ａ を 形 成 し た 後 の 指 掛 部 ２ ４ は 、
切 除 さ れ て も 前 記 上 蓋 部 ３ に 連 結 し た ま ま の 状 態 で 残 存 し て も よ い が 、 切 除 さ れ る も の の
方 が 、 開 封 後 の 見 栄 え が 優 れ 、 形 成 さ れ た 孔 部 Ａ か ら 包 装 箱 内 部 を 確 認 す る 際 に も 邪 魔 に
な ら な い の で 好 ま し い 。
　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 指 掛 部 ２ ４ を 引 き 剥 が す こ と に よ っ て 破 砕 線 ２ ３ を 破 砕 す る 構 成 と
し た が 、 前 記 孔 部 Ａ を 形 成 す る こ と が 出 来 れ ば 、 特 に 制 限 は な く 、 例 え ば 、 指 掛 部 ２ ４ を
押 込 む こ と に よ っ て 破 砕 線 ２ ３ を 破 砕 す る 構 成 と す る こ と も で き る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-298049 A 2005.10.27



【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 舌 部 ４ １ に は 、 組 立 状 態 に お い て 前 記 孔 部 Ａ か ら 視 認 で き る 部 分 に 、 開 封 済 み 表 示
４ ３ を 設 け て あ る 。 こ の 包 装 箱 を 通 常 の 開 封 方 法 に よ っ て 開 封 す る と 、 そ の 指 掛 部 ２ ４ を
切 り 取 る 前 に は 視 認 出 来 な か っ た 開 封 済 み 表 示 部 ４ ３ が 、 前 記 指 掛 部 ２ ４ を 切 り 取 っ た 後
に 孔 部 Ａ を 介 し て 視 認 可 能 と な る 。 そ の た め 、 一 旦 開 封 さ れ た 包 装 箱 と 未 開 封 の 包 装 箱 と
を 容 易 に 識 別 で き る 。 ま た 、 前 記 舌 部 ４ １ に は 、 組 立 状 態 に お い て 前 記 指 掛 孔 ２ ２ か ら 視
認 で き る 部 分 に 、 こ こ か ら 開 封 す べ き 事 を 示 す 開 封 口 表 示 ４ ４ が 設 け て あ る 。 も ち ろ ん 、
開 封 済 み 表 示 部 ４ ３ と 開 封 口 表 示 ４ ４ は 、 必 ず し も 舌 部 ４ １ に 設 け る 必 要 は な く 、 例 え ば
、 上 蓋 部 ３ の 内 面 側 に 貼 り 合 せ た 別 部 材 に 設 け て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 前 記 開 封 済 み 表 示 ４ ３ は 、 前 記 包 装 箱 の 外 観 か ら 容 易 に 識 別 可 能 で あ れ ば 、 そ の 表
示 に は 特 に 制 限 は な く 、 色 や 文 字 、 形 状 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ 等 に よ り 形 成 す る こ と が 出
来 る 。 ま た 、 前 記 開 封 口 表 示 ４ ４ は 、 前 記 上 蓋 部 ３ 上 面 に 形 成 し て あ っ て も 良 く 、 特 に 設
け な く て も 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 包 装 箱 に は 、 前 記 上 蓋 部 ３ の 組 立 状 態 に お い て 前 記 指 掛 部 ２ ４ か ら 前 記 正 面 部 １ １
に わ た っ て 封 緘 手 段 と し て の 封 緘 テ ー プ ５ を 貼 着 し て あ り 、 こ れ に よ り 前 記 指 掛 部 ２ ４ と
前 記 胴 部 １ と を 連 結 す る 。 側 面 部 １ ４ 側 で は 、 前 記 差 込 片 部 ２ １ が 前 記 開 口 部 ２ か ら 前 記
胴 部 １ の 内 部 に 長 く 差 し 込 ま れ る 差 込 ガ イ ド 部 ２ １ ａ を 備 え る か ら 、 包 装 箱 を 変 形 さ せ た
と し て も 、 前 記 胴 部 １ と 前 記 上 蓋 部 ３ と の 間 に 隙 間 を 作 り 難 く な る 。 こ の た め 、 こ の よ う
な 場 合 で は 側 面 部 １ ３ 側 の み を 封 緘 す れ ば よ く 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 側 面 部 １ ３ 側 に
前 記 指 掛 部 ２ ４ を 設 け て 、 前 記 封 緘 テ ー プ ５ が 貼 着 し て あ る 。
　 尚 、 前 記 差 込 片 部 ２ １ に お い て 差 込 ガ イ ド 部 ２ １ ａ を 別 の 位 置 に 設 け た 場 合 に は 、 そ れ
に 対 応 し て 上 述 の ご と く 前 記 隙 間 を 形 成 し 難 く な る 位 置 に 前 記 指 掛 部 ２ ４ 及 び 前 記 封 緘 手
段 を １ つ 又 は ２ つ 以 上 を 設 け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 通 常 の 開 封 操 作 を 経 ず に 前 記 封 緘 テ ー プ
５ を 剥 が す こ と な く 、 前 記 包 装 箱 を 不 正 開 封 し よ う と す る と 、 側 面 部 １ ４ 側 か ら 差 込 片 部
２ １ を 引 き 抜 く こ と に な る 。 し か し 、 側 面 部 １ ４ 側 の 差 込 片 部 ２ １ に は 差 込 ガ イ ド 部 ２ １
ａ を 有 し て い る た め 、 前 記 上 蓋 部 ３ の 側 面 部 １ ３ 側 を 封 緘 テ ー プ ５ に よ っ て 固 定 さ れ た ま
ま 、 前 記 差 込 ガ イ ド 部 ２ １ ａ を 前 記 胴 部 １ か ら 引 き 抜 く こ と は 困 難 と な る 。 こ の た め 、 前
記 上 蓋 部 ３ と 胴 部 １ と の 間 に 隙 間 を 形 成 す る こ と は 難 し く な り 、 包 装 箱 の 内 容 物 を 不 正 に
抜 き 取 る 、 入 れ 替 え る 等 の 改 竄 を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 封 緘 手 段 は 、 前 記 指 掛 部 ２ ４ と 前 記 胴 部 １ と を 連 結 可 能 で あ れ ば 良 く 、 任 意 の 形 態
の テ ー プ 、 シ ー ル 等 を 利 用 す る こ と が 出 来 る が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 剥 離 後 再 形 成 不 能 な
封 緘 テ ー プ ５ が 好 適 で 、 特 に 、 剥 離 部 分 に 開 封 済 み を 容 易 に 判 別 す る こ と の 出 来 る 切 り 込
み 目 印 ５ １ の 現 れ る も の が 好 適 に 用 い ら れ る 。 こ の 切 り 込 み 目 印 ５ １ は 、 封 緘 テ ー プ ５ の
剥 離 時 に ほ ぐ れ て 、 再 度 整 列 す る こ と が 困 難 と な る よ う に 形 成 し て あ る か ら 、 再 貼 着 し た
場 合 に 不 自 然 な 乱 れ が 生 じ 、 開 封 済 み で あ る こ と が 一 目 で 認 識 で き る も の で あ る 。 ま た 、
こ の 切 り 込 み 目 印 に は 、 種 々 の 模 様 の も の を 採 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 包 装 箱 を 用 い る 際 に は 、 ま ず 、 胴 部 １ を 組 み 立 て 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 上 方
に 開 口 さ れ る 開 口 部 ２ か ら 前 記 包 装 箱 内 に 内 容 物 を 装 填 す る 。 さ ら に 、 前 記 胴 部 １ の 開 口
部 ２ を 覆 っ て 両 舌 部 １ ３ 、 １ ４ を 折 り 曲 げ 、 さ ら に 上 蓋 部 ３ を 折 り 曲 げ 形 成 し 、 蓋 を す る
。 そ し て 、 上 蓋 部 ３ と 胴 部 １ と を 連 結 す る 封 緘 テ ー プ ５ を 貼 着 し て 簡 易 包 装 さ れ た 包 装 箱
と す る 。
　 開 封 す る 際 に は 、 こ の 包 装 箱 は 、 通 常 、 前 記 指 掛 孔 ２ ２ に 指 を か け 、 破 砕 線 ２ ３ に 沿 っ
て 前 記 切 取 領 域 Ａ の 指 掛 部 ２ ４ を 引 き 上 げ て 切 断 す る 。 前 記 指 掛 部 ２ ４ を 切 り 取 る と 、 前
記 孔 部 Ａ に 前 記 開 封 済 み 表 示 部 ４ ３ が 視 認 可 能 に 表 示 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 差 込 片 部
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２ １ は 、 前 記 開 口 部 ２ か ら 引 き 抜 き 可 能 と な り 前 記 上 蓋 部 ３ を 起 立 さ せ て 開 口 部 ２ を 解 放
し 、 内 容 物 を 取 り 出 し 可 能 に す る こ と が 出 来 る 。
　 従 っ て 、 正 規 の 開 封 方 法 に よ っ て 開 封 す れ ば 、 前 記 開 封 済 み 表 示 部 ４ ３ が 表 示 さ れ る 。
ま た 、 前 記 封 緘 テ ー プ を 剥 が す こ と に よ っ て 不 正 に 開 封 す れ ば 、 上 述 の ご と く 開 封 し た こ
と が 判 別 で き る 状 態 と な る 。 こ の た め 、 容 易 に 改 竄 が 判 別 で き る よ う に な る の で 、 不 正 開
封 は 容 易 に 発 覚 す る こ と に な り 、 不 正 開 封 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 包 装 箱 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 ５ に 示 す よ う に ２ つ
の 部 分 を 重 ね 合 わ せ る こ と で 底 部 １ ５ が 形 成 さ れ る も の 等 、 種 々 の 組 み 立 て 形 態 の も の を
利 用 で き る 。
　 ま た 、 正 面 部 １ １ に は 、 図 ５ の よ う に 封 緘 テ ー プ ５ の 貼 着 さ れ た 部 分 の 近 傍 を 囲 う Ｕ 字
状 の 切 取 線 １ １ ａ を 設 け て あ っ て も よ い 。 前 記 封 緘 テ ー プ ５ の 貼 着 さ れ て い る 前 記 正 面 部
１ １ の 切 取 線 １ １ ａ 内 の 領 域 に 形 成 さ れ る 切 取 片 ２ ４ を 続 け て 切 り 取 る と 、 前 記 胴 部 １ に
貼 着 し て 残 存 す る 封 緘 テ ー プ ５ を 容 易 に 除 去 で き る 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 指 掛 部 ２ ４ を 前 記 胴 部 １ 側 ほ ど 先 細 り に な る よ う に 破 砕 線 ２ ３
を 設 け て 構 成 し た が 、 図 ５ の よ う に 等 幅 に 設 け る 等 、 種 々 の 形 態 を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 は 、 本 実 施 形 態 の よ う に １ つ の 部 材 を 組 立 形 成 す る も の の 方 が 、 製 造 工
程 上 好 ま し い が 、 別 に 複 数 の 部 材 を 貼 り 合 わ せ る こ と に よ っ て 形 成 す る も の で も 問 題 な く
本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 包 装 箱 を 形 成 す る 材 料 は 、 紙 、 ダ ン ボ ー ル 、 樹 脂 、 ま た は そ れ ら の 組 み
合 わ せ 等 、 様 々 な も の が 適 用 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 包 装 箱 の 内 容 物 が 不 正 に 改 竄 さ れ る の を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が 出 来 る た め 、 特 に 医 療
用 の 薬 品 や 、 毒 物 、 劇 物 等 の 実 験 試 薬 を 輸 送 す る 場 合 に 適 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 包 装 箱 の 展 開 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 包 装 箱 の 組 み 立 て 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 包 装 箱 の 開 封 作 用 説 明 図
【 図 ４ 】 包 装 箱 の 改 竄 作 用 説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 包 装 箱 の 異 な る 形 態 を 示 す 展 開 図
【 図 ６ 】 封 緘 テ ー プ の 概 略 図
【 図 ７ 】 従 来 の 包 装 箱 の 開 封 作 用 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 　 　 胴 部
２ 　 　 　 開 口 部
３ 　 　 　 上 蓋 部
５ 　 　 　 封 緘 手 段
２ １ 　 　 差 込 片 部
２ １ ａ 　 差 込 ガ イ ド 部
２ ４ 　 　 指 掛 部
４ ３ 　 　 開 封 済 み 表 示 部
Ａ 　 　 　 孔 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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